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大 学 資 料 室  



















ヘ ル ン 文 庫  
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on Disc Eric、Books in Pint Plus、Ulrich's Plus、
















Books in Print、Ulrich's Plus、ERIC、Gale Directory
of Databases、科学技術文献速報：環境公害編の５種
類であった。スタンドアロンソフトでは新たに





































































































































































The Gerritsen Collection Women's History,
1543－1945．マイクロフォーム版
Unit 2: Periodicals （逐次刊行物シリーズ）
オランダにおける女性問題研究の先駆者である








Collection Dissertations on Civil Law, Civil

































































































































Landolt-Bornstein: Numerical data and funct-ional
relatinships in science and technology. 
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時代に買い求めたものもある。また渡日に際して友
人の眼科医グールドに預けた蔵書は、ハーン没後小
泉家に返還され文庫に収められている。日本で集め
た図書には英文学関係書が多く見られるが、これは
ハーンが東京帝国大学で英文科講師の職にあったこ
とによるものだろう。
文庫は当初、旧制富山高等学校校舎の書庫の一部
に貴重書として保管されていたが、昭和10（1935）
年に独立した建物が竣工し小泉八雲図書館として多
くの利用者を迎えた。設計図によると建物中央に書
庫を配しその周囲が閲覧スペースという様式をとっ
ている。昭和20（1945）年から21（1946）年にかけ
て、空襲を避けるため黒部に疎開している。昭和24
（1949）年富山大学設置に伴い文理学部に置かれた
図書館本館が旧制富山高等学校に代わって引き継い
だ。昭和32（1957）年に図書館は五福地区に建てら
れた経済学部との共用建物に移転したが、文庫は学
部の五福地区集中化にともなって文理学部が移転す
る昭和37（1962）年まで蓮町にあった。昭和37年の
移転を機に文庫は五福の本館に移転し、蓮町にあっ
た独立建物としての文庫は昭和38（1963）年に取り
壊され、平成10（1998）年その跡地に記念碑が建て
られたのである。昭和47（1972）年に竣工した現在
地の図書館正面２階にヘルン文庫の施設設備が用意
されそこへ移転し、平成９（1997）年の増改築後は
新館５階に作られたヘルン文庫・ヘルン閲覧室へ移
り現在に至っている。
ハーン生誕100年に当たる昭和25（1950）年、ハー
ンゆかりの地、松江市からヘルン文庫譲渡の依頼が
あったが、この申し出を断っている。その後平成２
（1990）年、島根大学は大型コレクション集書計画
としてヘルン文庫のマイクロ化による収集計画を立
て、主として洋書の複写許可を求めてきている。こ
のマイクロ化事業は平成３（1991）年まで２年にわ
たって実施された。
なお、和漢書については国文学研究資料館がマイ
クロ化して所蔵している。
ヘルン文庫には「神国日本」の直筆原稿が含まれ
ている。その原稿用紙が酸性紙であるため、明らか
に紙の劣化が進行している。また、経年によるイン
クの褪色も進むなど、貴重な唯一物を良好な状態で
長期保存することが危惧されるところとなった。こ
の原稿にはヘルンの手によるとされる色鉛筆書きの
ページ付けや書き込みがあり、文章推敲の跡を辿る
上で極めて有益な情報が盛られているとされながら
も、これ以上の劣化と損傷を防止するため、公開に
はある程度の規制措置を取らざるをえなかった。こ
のような完全防止の不可能な紙の劣化への対応策と
して、また将来、復刻品の作成をも視野に入れ、平
成９年度教育改善推進経費を得てデジタル複製を行
うとともに、公開・閲覧の制限を補い広く利用に供
するためこの複製電子情報をもとに画像データベー
スを作成した。
一方、文庫では創設以来、ハーンの著書、翻訳書、
およびハーンに関連する様々な研究書、雑誌論文、
新聞記事の切り抜きなどの収集整理を継続してき
た。昭和34（1959）年に平岡伴一館長がこれら資料
を対象に「富山大学ヘルン文庫所蔵ヘルン関係文献
解説付目録」を編集刊行された。その後40年間に集
められた資料数が３倍に達したため、平成９年度教
育改善推進経費を受けて「改訂版」を刊行した。こ
の改訂版は、ハーンの著書・全集に内容細目を付け
て作品単位で検索できること、ハーン研究の著書や
雑誌論文からも検索できる「書名・文献索引」を新
たに設けたこと、ハーン作品の一覧、ハーン研究者
別の文献も検索できるよう「著者・執筆索引」を設
けたこと、「問題別事項索引」を加えたことにより、
単なる収録件数の増改訂に留まらずユニークな目録
に仕上がっている。なお、この目録はホームページ
でも公開している。
ところで、ハーンにちなんで製作された絵画があ
る。平成２年、教育学部丹羽洋介教授によって描か
れたフレスコ画「輪廻　ラフカディオ・ヘルンに捧
ぐ」がそれである。この作品は文庫が増築後の新館
５階へ移転するまでは、旧館２階にあった文庫の前
に掛けられ文庫と一体をなしていたのであるが、文
庫のみが移設したため分離してしまい、それぞれが
全く別個のものであるかの観を呈している。ヘルン
文庫を訪れる人々に製作の心を広く伝え、末永く文
庫とともに語り継がれるよう、壁画も新館５階へ移
設されることが望まれる。
（2）川合文書
藩政時代砺波郡全体を才許した十村（加賀藩にお
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ける十ケ村の長であった郷村吏員の名称）であった
高岡市戸出の川合家が所蔵していた万治年間（1659
年）から明治に至る約200年間の加賀藩の農政記録
3,128点からなるもので、近世郷土史研究に不可欠
の資料である。資料検索は昭和２年に旧制高岡高等
商業学校に譲渡されたときの目録によっていたが、
探索に不便を感じる点が多々あり、検索効率の高い
目録の編纂が求められていた。資料の調査整理に併
行して編纂作業を進めていたところ、平成９年度教
育改善推進費を受け、新目録を刊行することができ
た。
同時に、平成10年度から文部省科学研究費補助金
「研究成果公開促進費」の交付を受け、目録情報と
文書自体の画像情報とをリンクさせたデータベース
の作成を進めている。
（3）菊池文書
藩政時代十村であった東砺波群福野町の菊池家が
所蔵していた藩政初期から明治に至る約200年間の
農政に関する旧記や文書を整理したもので2,130点
からなる。
上記川合文書の史料を合わせることで砺波郡にお
敗戦の翌年、昭和21（1946）年の春に旧制富山高
等学校文科甲類の生徒になった私にとって、蓮町の
校舎の南側、グランドに面して、小さな緑の陰に建
っている、こぢんまりした白壁のヘルン文庫は、近
づけないだけに、魅惑的な存在だった。よくマント
姿の仲間同士連れだって、秋の日溜まりのなかを、
ヘルン文庫の建物の段に腰を下ろして、遙かなる山
並みに目をやりながら、ダベリングに余念のなかっ
たことを思いだす。
建物の中に入ったのは二年生の時だったか。事務
室を通り抜けて、別棟のヘルン文庫の重々しいドア
を入ると、中にまた白壁に囲まれた部屋があり、ぐ
るりが回廊になっていた。ガラス越しに整然と並ん
だ書物が厳かに見えた。私は図書室に収まりきれな
くて回廊に並べてある本の一冊を借り出しただけだ
った。
昭和31（1956）年に大学に勤め始めて、また図書
室に近づくことになったが、ヘルン文庫との関わり
はまるで無かった。文学者としてのヘルンへのアプ
ローチが未だ掴めていなかったから。そして、ヘル
ンとの縁が深まらない内に、全学部が五福地区に集
結することになり、移転に心を奪われている間に、
気が付いたときにはヘルン文庫の瀟洒な白い平屋建
ての建物は無くなっていた。
平岡伴一教授が館長となられて、地道に収集を続
けておられた資料を纏めて、関連図書目録を編纂刊
行されたが、それ以外、ヘルン関係のことは特に何
事もなく打ち過ぎていたようだ。しかし、内外にヘ
ルン文庫の名は聞こえていたらしく、マンスフィー
ルド駐日アメリカ大使は夫人同伴で見学に見えてい
る。アイルランド大使ローナンさんが見えて、学生
にアイルランド文学の講義をしていただいたのも、
ヘルン文庫のお陰であった。東大図書館所蔵のギリ
シャから贈られたヘルンのリリーフ像をコピーさせ
てもらったのは、当時の柳田学長と川上事務局長の
配慮に負うところが大きかった。
そのうちに、明治開化期の日本の姿の最も正確な
記録としてヘルンの作品の評価が、民族学的見地か
ら高まってきた。また、比較文学、比較思考研究が
進むに連れて、ヘルンの再評価が為されてきた。外
国人教師として赴任した詩人・批評家のエリザベ
ス・バレストリュリさんが、ヘルンの『知られざる
日本の面影』を読んで、これは詩人の筆になるもの
だという感想を洩らした。今、新館五階にヘルン文
庫が収まっている。島根大学、熊本大学とヘルンゆ
かりの三大学間で、インターネットによる情報公開
が行われると聞いている。ヘルン文庫設置のために
尽力された富山高等学校初代校長であり、富山の英
学の祖でもある南日恒太郎先生が、ヘルン文庫目録
の前書きで書かれているように、これがピエリアの
泉となって、詩興を湧き出させ、内外の諸研究を呼
び集う機縁となり、ひいては日本のハーン研究セン
ターとして位置づけられるようになることが願わし
い。
尚、ヘルン文庫に関しては1991年富山県芸術文化
協会発行の「とやま文学」第９号に特集が組まれて
いて、幾つもの興味深い記事が見られる。
回　想　録 平 田　　純
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ける加賀藩農政の大要を把握することのできる貴重
な史料である。そのため、川合文書と同じく、科学
研究補助金を受けてデータベース作成を進めている。
4）鷹栖文庫
旧砺波郡鷹栖村（現砺波市鷹栖）の幕末以降昭和
20年代に至る約100年間の村政文書類1,600点からな
る。
鷹栖村は加賀藩の穀倉といわれた米作地帯砺波の
中心に位置し、典型的な散居村として、また、特殊
な慣行小作権としての永小作権がいちはやく確立し
た村として著名である。
